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成人における甘味食品摂取と口腔内状況との関連
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目的　年齢と歯科保健行動の影響を考慮して，成人における甘味食品（甘味飲料，あめ・ガム）

の摂取と口腔内状況の関連の有無を検討した。

方法　対象は，職場での歯科健診受診者である。7,713人中5,232人（67.8％）が職域での歯科健

診を受診した。このうち，5,034人について解析を行った。職域での歯科健診は，自記式質

問紙と歯科医師による口腔内診査からなる。口腔内状況の指標は，GPITN・喪失歯・処置

歯・ う蝕歯・歯肉出血の自覚症状とした。甘味食品の摂取頻度に関する各口腔内状況のオッ

ズ比を算出するためにロジスティック回帰分析を行った。

結果　男性で，甘味飲料の摂取習慣のある者は，喪失歯，処置歯および歯肉出血の高いリスクを

示した。「ほとんど飲まない」者と比較して，「毎日飲む」者のオッズ比は，喪失歯で1.4

（95％CI：1.2-1.7)，処置歯で1.7（95％CI : 1.4-2.0），歯肉出血で1.5（95％CI：1.2-1.8）

であった。甘味飲料の摂取とこれらの口腔内状況とでは，量一反応関係も認められた。あ

め・ガムの摂取に関しては，男女とも，統計学的に有意な有所見のオッズ比を示したものは

なかった。
結論　今回の結果より，甘味飲料の摂取と口腔内状況との間に，特に男性で，その他の歯科保健

行動とは独立した関連が示された。
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